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はじめに

我国には E 型肝炎など存在しない．存在するとしても
非常に希有である．そして，希有ながらも存在する症例の
大半は，アジア・アフリカの流行地域へ渡航した旅行者が
持ち帰る輸入感染である．......... ほんの数年前までは，そ
う思われていた．
しかしその考えは大間違いだった（筆者を含む肝炎ウイ
ルス屋および肝臓屋の怠慢が，この間違いを招来してい
た）．たまたま 4 年前，海外渡航歴のない或る日本人 E 型肝
炎患者から『日本土着株』とおぼしき E 型肝炎ウイルス
（HEV）が sequencing された1）ことを契機に，我国に於
いて見逃され続けて來たE  型肝炎症例と原因ウイルス株
の発掘作業が始まり，その結果，我々は，決して少ないと
は云えぬ数の E 型肝炎症例が過去に存在したことを知る
と同時に，日本に土着化したHEV株は単一の系統に留まら
ない（genotype III と IV の中で複数のサブグループを形
成する）ことをも知るに至ったのである2, 3）．また，その
うちの或る系統の先祖ウイルスが既に1982年に我国に存在

していたことも分かった4）．劇症肝炎も出ていた5, 6）．調
べれば調べるほど驚愕が驚愕を呼んだ．と同時に，見落と
して來たことへの反省の思いも募った．
しかし，「また見つけた」，「また見落としていた」，と一喜

一憂する初期段階は瞬く間に過ぎて行った．個々の症例に
於けるHEVの感染経路が全く判然としなかったからである．

HEV の感染經路の常識

全ての感染症に，夫々の感染症に特有の感染經路がある．
HEV は主には肝臓で副には脾臓や消化管で増殖し糞便中
に排出される故，糞口感染様式を取るというのが常識であ
る．そしてこの常識はアジア・アフリカで頻発した集団発
生をば見事に説明する．乾期から雨期に移り，大雨が降っ
て河川が洪水を起こし，下水が飲料水に混じることにより
その流域の住民に HEV 感染が多発するというシナリオ．
あるいは，井戸に下水が混入し，その井戸から飲料水を得
ている人々に E 型肝炎が集団発生するというシナリオ．
いずれも，嘗て E 型肝炎が "Water-borne hepatitis"（水によ
って運ばれる肝炎）と呼ばれていた所以を我々に納得させ
る．しかし，それは，我国で過去に起こり且つ現在も起こ
り続けている E 型肝炎発生を説明するシナリオには決し
てなり得ない．我国で見られる E 型肝炎の大半は散発性
（sporadic）なのである．水系汚染があれば，集団発生が起
こるべきなのである．
ところがである．昨年（2003年），我国にも小規模ながら

E 型肝炎の集団発生が起こった．しかも，一度だけでなく
複数回．
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水か？違う！

猪ナマギモ肝炎の報告

ウイルス屋やヘパトロジストやエピデミオロジストが越
えられなかった壁を，第一線で患者を診ている臨床家が一
跳びで越えた．

2003年の某月某日，鳥取市内の或る病院に極めて重症の
原因不明急性肝炎患者（Patient A）が入院した．その同
じ日に，同じ鳥取市内の別の病院に，同じく非常に重症の
原因不明急性肝炎患者（Patient B）が入院した．Patient
A はプロトロンビン値が20%以下に低下するという窮地を
脱し何とか生還することを得たが，patient Bは後日，劇
症肝炎で死亡した．

Patient A の主治医は，A 氏とB 氏が飲み友達であること，
および両氏が発病数週間前に数回にわたって野生猪のナマ
ギモ（生まの肝臓）を一緒に食べたことをつきとめ，ひょ
っとすると両患者の肝炎の原因は同一であって，且つ其の
原因物質が猪ナマギモの中に含まれていたものではなかっ
たかと考えた．彼の考えは半分当っていた（残りの半分が
間違っていた譯ではない）．即ち，Patient A は肝炎回復期
血清中の HEV 抗体が陽性で（急性期血清は残されていな
かった），急性期血清が残されてあった Patient B は HEV
RNA が（抗体も）陽性であった．
両氏が食した猪ナマギモは残されてなかったから，原因
が猪ナマギモにあったという直接証拠こそ得られなかった
ものの，この事例7）は本邦初の集団 E 型肝炎報告例にな
ったと同時に，本邦に於ける HEV 感染様式の謎を解く最
初の鍵にもなった．

鹿サシ肝炎の報告

上述した鳥取県の猪ナマギモ肝炎事例と踵を接するが如
くして，隣県の兵庫で今度は野生鹿のサシミを食べたこと
が原因と思われる E 型肝炎集団発生が起こった．
知り合いの猟師から複数頭の野生鹿の肉をオスソワケし
てもらった二家族（甲家と乙家）の7人が，都合 3 回にわ
たってその肉をサシミにして食べた．すると，1 回目の鹿
サシから勘定して 6 - 7 週間後に，7 人のうち 4 人（甲家 5
人中の 3 ，乙家 2 人中の 1 ）がほぼ同時期に肝炎を発病し
た．発病者と非発病者の違いは，3回にわたって食べたうち
の 1 回目の鹿サシを食べたか食べなかった（あるいは非常
に少ししか食べなかった）かにあった．
本事例に於いて最も特記すべき點は，食べた鹿サシの

『食べ残し』が冷凍保存されていたことである．そして，調
べた結果，計 3 回にわたって食べられた鹿サシのうちの 1
回目の鹿サシのみが HEV RNA 陽性で，しかもその塩基
配列は 4 人の患者から取れた HEV RNA の塩基配列と一
致したのである8）．
この事例は，HEV 感染が人畜（獣）共通感染（zoonosis）

であり，ヒトが動物から感染する可能性は充分にあるとす
る，従來から存在してはいたが誰もそれを直接証明するこ
とが出來ないでいた問題に，世界初の直接証拠を提供する
ことになった．
本事例の報告者達は後に，同地域住民を調査し，鹿肉を

一度でも食べた經歴を有する住民はそうでない住民に較べ
て有意にHEV抗体陽性率が高い（17.7% vs 2.2%）という
結果を得て報告した9）．上述した直接証拠が間接証拠を以
て補強されたことになる．
扨て，最初に猪が來て，次に鹿が來れば，三番目は蝶の

筈であったが ......

再び猪

上述した鳥取県と兵庫県での小規模 E 型肝炎集団発生
とほぼ同じ時期に，長崎県の山奥の町でも奇妙なことが起
こりつつあった．
地元の老人会が猪バーベキューパーティーを催し，参加

者のうちの 2 名は後に急性肝炎で入院し，数名は医者を受
診して肝機能障害を指摘され，彼等のみならず無症状だっ
た参加者の大半も後日の検査で HEV に感染していたこと
が判明したのである10）．
本事例で特記すべきことは，食べたのがサシミでもナマ

ギモでもなく「一應は火を通した」肉だったことである．
今年（2004年）になってからも，『猪に関連する E 型肝

炎』は発生し続けており，しかも，患者は必ずしも『ナマ
で』猪肉を食べた譯ではない（personal communications：
矢野公士，道尭浩二郎；厚生労働省 E 型肝炎研究班2004
年度第 2 回班会議 2004. 10. 23 福岡）．

猪か鹿か

猪も鹿も近年日本の森で急速に棲息数を増しつつある．
あまりに増え過ぎ，冬場の猟期捕獲だけでは不十分で，猟
期外の『害獣駆除』の対象にもなっている．
宿主と宿主の間の物理的距離が短くなればなるほど感染

病原体の伝播は起こり易くなる．もし或る一定地域の中で
猪が非常に増えて，恰も飼育豚が豚舎の中でお互いの体を
こすりあうようにして生きているが如き状況に至れば，そ
の猪集団に於ける HEV 感染は，飼育豚集団に於けるそれ
（既に周知の如く我国の飼育豚のほぼ100%が HEV に一過
性感染する11））と同等の蔓延状態を呈するであろう．
現実にはどうなのか？
兵庫県中部の山奥に棲息する野生猪を対象とした予備的

調査によれば，調べた 7 頭中 4 頭がHEV 抗体陽性で，その
うちの 3 頭は HEV RNA も陽性であった12）．紀伊半島南
方の山中で狩猟された猪 9 頭のうち 1 頭から HEV RNA
が検出され13），長崎県でも25頭中少なくとも 3 頭に HEV
RNA が検出された14）．関東地方の某県に棲息する猪160頭
を調査し，35%が HEV 抗体陽性だったというデータも得
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られている（池田秀利；厚生労働省 E 型肝炎研究班2004
年度第2回班会議 2004. 10. 23 福岡）．愛媛県に於ける200頭
以上の野生猪調査でも，HEV 抗体陽性率19%という数値
が得られている（道尭浩二郎等, unpublished results）．か
くて，日本の野生猪は，その集団内で HEV の受け渡しを
することにより，集団全体としては HEV のキャリアの役
目を果たしていると考えられる．
では，鹿はどうなのか？
報告された唯一のデータによれば，100頭の野生鹿のうち
僅かに 1 頭のみが HEV RNA 陽性であった15）．その調査
は，上述した兵庫県での野生猪の調査（ 7 頭中 3 頭の猪が
HEV RNA 陽性）と同じ地域で行われたので，少なくともそ
の地域で見る限りに於いては，鹿よりも猪の方が HEV の
reservoir としての役割を強く担っていると考えられる．更
に云えば，その地域では，猪から鹿への interspecies
transmission が起こっている可能性もある（同一系統に属
する HEV 株が，同地域の鹿と猪から得られた16））．猪→
鹿→ヒトという，二段階の異種間 HEV 感染（cross-
species infection）が起こった可能性を示唆する系統樹解
析結果を図 1に示す．
猪は，遺伝学的には豚である．後述する如く，豚は HEV
の最も強力な reservoir である．猪が，豚と同様に，HEV
に対して高い susceptibility を有する宿主であると考える
のは，極めて自然な考え方である．

扨て，猪，鹿，と来て，次は愈々本命の豚である．

豚の HEV 感染

1997年に米国で世界初の HEV 豚株が採取17）されて以
来，世界各地の豚が調査された．それにより判明したこと
は，ヒトに於ける HEV 感染が高率に発生している地域で
あれ（流行地）そうでない地域であれ（非流行地），一様
に，豚は非常に高率にHEVに感染しているという事実だっ
た（Meng et al18）はこれを"hepatitis E is enzootic in pigs"と
表現した）．日本に於ける調査でも，流行地である北海道で
も非流行地である本州でも一様に，飼育豚は非常に高率
（ほぼ100%）にHEVに感染していた11）．
そして zoonosis の観点から非常に興味深かったことは，

豚から採れる HEV 株とヒトから採れる株が，夫々の地域
毎に類似しているという事実だった．例えば，臺灣の豚株
は臺灣のヒト株と19），スペインの豚株はスペインのヒト株
と20），日本の豚株は日本のヒト株と21, 22, 23），夫々最も似
ていたのである．

豚からヒトへ

直接証拠こそ得られていないが，間接証拠は山のように
存在する．
ブタを扱う獣医約300人と一般人（献血者）400人を米国

の 8 つの州（Minnesota, Indiana, Nebraska, Iowa, Illinois,

図 1. Full-genome HEV sequencesの系統樹（出典16））．

四角で囲ったクラスターは，猪→鹿→ヒトという二段階のinterspecies transmissionが起こった可能性を示唆している．
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Missouri, North Carolina, and Alabama）で比較したとこ
ろ，前者が有意に高い IgG HEV 抗体陽性率を示したとの
報告24）や，旧ソ連邦のモルドバ共和国で，ブタ飼育従事者
264人とブタとの職業的接触歴を保有せぬ255人を比較した
ところ，IgG HEV 抗体陽性率が前者は後者の 2 倍（51.1%
vs 24.7%）であったとの報告25）は，豚がヒトへのHEVの
感染源になっている可能性を示唆している．
しかし，もっと強烈な示唆が，昨年（2003年）日本から
得られた．
北海道の北見市の一病院で經驗された10例の E 型肝炎

患者のうちの實に 9 例までもが，発病の 2 週間～ 2 カ月前
に豚レバーを食べていた．そこで，北海道内のスーパー等
で市販されている『ナマ豚レバー』を合計363個購入し，
HEV RNA の検出を試みたところ，7 個（1.9%）が陽性で
あった26）．この 7 個の豚レバーから得られたHEV 株は患者
から得られたそれと完全一致するものではなかったから，
豚からヒトへの感染の直接証拠にはならなかったが，北海
道内の別の地域の患者と北海道産の豚との間で HEV ゲノ
ム全長塩基配列が99%一致する事例が存在したこと22）に鑑
みて，極めて有力な間接証拠であると見做さねばならない．
豚の肉や『ホルモン』を食べた後に E 型肝炎を発症し

たケースは北海道のみに留まらない．例えば東京でも，発
病一カ月前およびそれ以前にも頻回にわたってナマ豚レバ
ーを好んで食べていた男性患者や，単身赴任の自炊生活の
中で豚肉のシャブシャブを頻回に食していた男性会社員の
例が報告されている27）．
出荷時（ 6 カ月齢）の豚の血液中では HEV RNA は既

に消失しているが，肝臓や糞便中には HEV RNA が残存
している個体も存在するとされる28）ので，巷間の飲食店等
で客が食べる豚の食材（特にレバーと『ホルモン』）や市販
の『ナマ豚レバー』には，感染性のあるHEV が含まれて
いる可能性を常に考慮し，十分に加熱してから食すること
を心掛けねばならない．また，食物を口に運ぶ箸と，ナマ
の食材に触れる箸を，別々のものにする等の注意も当然に
して必要である．

猪鹿豚（イノシカトン）以外の動物

表1を御覧頂きたい．HEV抗体の存在が報告されている
動物は猪鹿豚以外にも多種存在する（牛，羊，山羊，犬29），
日本猿30）およびペット猫31））が，HEV あるいは HEV-
like virus の存在が証明されている動物種は，猪鹿豚以外
では，鼠と鶏である．
鼠がヒト型や豚型の HEV に対して感染感受性のある動

物であることは既に感染実験で証明されていた32）が，野生
の鼠から HEVが採れた 33）という事実は，HEV の
reservoirs を考える上で大きな示唆を提供することになっ
た．即ち，猪や豚が HEV の有力な reservoirs であると前述
したが，その前の reservoir として（あるいは reservoirs 間

を繋ぐ vector として），チョコマカと走り回る鼠の存在を考
えねばならなくなったからである．職業が『ビル清掃係』
であるということ以外には全く HEV 感染のリスクを有し
ない女性患者も經驗されている27）ので，その可能性は充分
にある．
鶏から採れた HEV-like virus（Avian HEV）は HEV に

類似してはいるが同一種ではない34）．七面鳥には感染し得
るが猿には感染し得ない35）ので，ヒトが avian HEV に感染
する恐れは無いと考えられる．

おわりに

2004年 9 月24日の朝日新聞北海道版28面に『うまいもの
が食べたい』と題する記事があり，その中に，本稿の観点
からすれば到底看過することを許されぬ記述を見いだした．
「人口11万人の規模にしては多い約70軒の焼肉店が（北見
市）にはある．（中略）米国で確認された BSE と大雪のダ
ブルパンチで，食材も牛から豚に替えた」と書いてある．
また，「出てきたのが店自慢の『マルホル』．豚の腸を輪切
りにした形からのネーミングだ」とも書いてある．更には，
「ホルモンをおいしく食べる方法を聞いた．一切れずつ焼く
のではなく，まず七輪の上に山盛りにして，少し焼けた肉
を順次，下から上に移して重ねる．箸を休める暇もなくこ
れを繰り返す」と書いてある．
このルポルタージュを書いた記者の幸運を祈るしかなか

った．
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Hepatitis E is undoubtedly a zoonosis. Recent observations suggest that the zoonotic food-borne mode

of transmission has played an important role in the spread of hepatitis E virus (HEV) among

Japanese people (who in general likes eating everything uncooked or undercooked: Sushi, Sashimi,

Tataki, Namagimo, Shabu-shabu, etc). Moreover, the situation seems to be worsening. Wild boar (and

deer also) has recently been increasing in its number, becoming a more potent HEV reservoir to

humans than before. Pork, replacing beef in people's recent fear of BSE, is being consumed

increasingly, particularly in Hokkaido.  It may be Japanese people that an effective HEV vaccine is

most longed for by. 
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